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半導体ナノ構造の作製手法として、トップダウン的な微細加工法とと
もに、ボトムアップ的な自己形成法があります。半導体ナノ構造の自
己形成過程をリアルタイム観察し、形成メカニズムを明らかにするこ
とにより、自己形成を精密に制御することを目指します。

どんな問題に取り組むのか？

ナノ構造の形成・消滅過程をリアルタイム観察することにより、ナノ構
造が時間とともにどのように変化するかを明らかにしました。その変
化の仕方を解析することにより、変化のメカニズムを解明しました。こ
れにより、ナノ構造の形成制御が可能となります。

得られた結果はどう新しいのか？

ナノ構造の自己形成メカニズムが明らかになることにより、従来のリ
ソグラフィーの限界を超えたスケールのナノ構造を、ウェハー全面に、
サイズ、位置、密度等を正確に制御して形成することが可能となりま
す。これにより、ナノ構造デバイスの集積化への道が拓けます。

この研究が成功した場合のインパクトは？
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